
  
 

中世から近世の人びとはどのように世界認識をしていたか  
 

―南瞻部洲万国掌菓之図の教材化―  
 

立教 教新座中学 校・高等学 校 荒井雅 子 
 
 
１． 実施学年及 び教科・領 域 

（１ ）学年・教 科・科目： 高等学校第 １学年 地 歴公民科 世界史 B 
（２ ）領域： 世界 史 B （４ ）諸地域世 界の結合と 変容 

オ 資料から よみとく歴 史の世界  
 
 
２． 学習のねら いと博物館 の活用との 関連につい て 

（１ ）主題名 「 新しい文化 との出会い 」 

（２ ）ねらい  

高 等学校学習 指導要領地 理歴史編で は、世界史 分野におい ても地図・ 絵画・資料 の活用 

が求 められてい るが （「 年表、地図そ の他の 資料を積極的に活用し･･ ･ 具体的に学ばせるよ  

うに工夫する」『高等学校 学習指導要 領 』世界史 B    ３（１ ）イ ））、言語 の制約が 大きいた 

めに 一次史料を 教材にした 授業を展開 することは 、他の社会 科系科目に 比べるとハ ードル 

が高 いように思 われる。言 語の制約が 比較的少な いという点 で絵画資料 の利用頻度 が高い 

もの 、鑑賞 ・ 観察 に留まら ず に「非連 続型テキス ト 」（図 ・ グ ラフ ・ 地図 などの文 章以外の 

資料 のこと ）を読解 すると いう 、今回 の学習指導 要領で求め られるよう な活用方 法（「 資料  

を多面的・ 多角的に考察し、よみとく技能を習得させる。」（『 学習指導 要領 』世界史 B    ２ 

（４ ）オ ））に 結びつける ためには、 さらなる読 解の作業や 手順の構築 が必要であ る。  

この 実践は、資 料を積極的 に活用し、 具体的に学 ばせ、資料 を読み解く 技能を習得 させ 

るこ とを目指す 。利用する 非連続型テ キストは 、「南 瞻部洲 萬国掌菓之 図 」（地図 ）である。 

地図 は、地図制 作者の知的 背景を反映 するため、 書いてある ことの理解 とともに、 何故書 

かれ たのか／何 故書かれて いないのか を推し量る ことで、背 景となる文 化への理解 に繋が 

る、 読解のため には格好の 素材である 。 

対象 とするの は「（４ ）諸地域 世界の 統合と変容    ア    アジ ア諸地域の 繁栄と日本 」に 相 

当す る単元であ る。中国を 中心とした 冊封体制の もとでゆる やかに繋が っていた東 アジア 

に、 ヨーロッパ 人が到来し 、新たな知 識が伝わり （マテオ＝ リッチの「 坤輿万国全 図」な 

ど ）、日 本でも 南蛮人との 接触で新た な知識を獲 得し 、世界 の姿が明ら かになって ゆく時代 

であ る。日本に は「坤輿万 国全図」が 伝えられる 以前には、 仏教に基づ いた独自の 世界観 

があ った 。古い 世界観の具 体例として 、「 南瞻部 洲萬国掌菓 之図 」を利 用する 。この図を詳 

細に 観察するこ とで 、中世 から近世の 人びとの世 界理解に対 する変化を 読み取って い く（詳 

細は （３）に ）。 

（３ ）博物館と の関連  

① 利用した歴 博の資料  

今回 は歴博館蔵 資料データ ベー ス（ 博物館館蔵資 料の検索が 可能 ）で公 開されてい る 



  
 

）  

資料 のうち 、「南瞻部洲萬 国掌菓之図 」（資料番号  H 1 1 0 - 2 - 9 2 ）を利用 した。これ は第

３  

展 示室 「絵図 ・地 図にみ る近 世」で も展 示され てい る 。「 絵図 ・地図 にみ る近世 」に は 

当時 の地図や絵 図が展示さ れ 、多様に 把握された 世界の姿を 実際の資料 に基づいて 確認 

でき る。 展示コ ーナーの中 では、 その 特徴的な形 から 「南瞻 部洲萬国掌 菓之図」 が一際 

目立 っている。  

デー タベースの 資料を活用 することで 、非来館型 の学びも可 能である 。今回は歴博 に 

依頼 し画像を出 力してもら い、 教材と して利用し た。 データ 化された資 料は、 教室 内の 

ICT 化にも対応 できる教材 として、今 後の利用の 可能性は高 いと考える 。 

② 「南瞻部洲 萬国掌菓之 図」につい て 

本図 は天竺図の 一種で 、1 8 世紀初頭に  

ほう たん  

仏僧鳳 潭 に よって描 かれた 。日本では古  

くか ら世界をイ ンド ・ 中国 ・ 日本の三 国 

とし て把握し 、インドを中 心に描いた 天 

竺図 が存在する 。背景にな るのは仏教 的 

世界 観で 、標題 にある南瞻 部 洲（また は 
しゅ  

瞻部 洲 ）とは 、世界の中心 にそびえる 須 
み   せん  

弥 山（ 神々の住む巨 大な山 ）の周りを囲  

む 海の上 にあ る大き な島 のこと であ る。  

須 弥山の 東西 南北に は大 きな島 （大 陸  

 

 
 
 
 
 
「南 贍部洲萬国 掌菓之図」  

がそ れぞれ４つ あり、 人間 は、 そのう ちの南側に ある島 （贍部 洲） に住 んでいる。 こ の 

よ うな 世界観 は 、『 倶舎 論』 という 経典 に記さ れ、 インド から 中国を 経て 日本に 伝わ っ 

た 。つまり南贍 部洲とは人 間世界のこ とで 、「南 瞻部洲萬国 掌菓之図 」は 18 世紀 の日本 

にお ける伝統的 な世界像を 代表する作 品といえる 。 

江戸 時代はそも そも、 洋学 、 蘭学、 が流入しそれ らの知識が 伝統的な知 識と置き換 え 

られ てゆく過程 であるが 、 その過程だ からこそ 「伝統 」 を強 く意識する 作品が生ま れた 

と考 えられる 。しかしその 形は伝統を 寸分違わず 伝えるので はなく 、当 時交流があ った 

諸外 国から流入 する新しい 知識を意識 せざるをえ なかった 。そのため 、旧来の天竺 図に 

はな い国名、地 域名が地図 上に散見で きる。  

江戸 時代にはマ テオ＝リッ チ系、 蘭学 系、 仏教系 といった 、 性質が異な る地図が共 存 

して いた。 今回 教材とした 「萬 国掌菓 之図」 は、 新た な情報 と仏教的な 三国世界の 調 和 

の維 持を目指し た配慮に基 づいて作成 された 、鳳 潭の詞書き を読むと 、この地図の 目的 

は既 存のいい加 減な知識を 整理し 、儒学者が陥る 中国中心的 世界観を正 すことにあ った 

よう だ。  

③ どのように 利用したか  

授業 内に提示す る素材とし て、フォト ランゲージ の手法 註１ を参考 に、 A 2   大に印 刷し 

たも のを読解の 素材として 利用した。 各班 （４人 ／班） に１ 枚の地図を 渡して、 ワーク 

に答 える形で、 読み解きを 進めた（読 解の方法に ついては３ （５）に ）。 



  
 

 単元  内容  

事前  第７ 章 第２節 明清の文 化 ・明 ・清の時代 の社会変化 と西洋文化 の流入を、  

イエ ズス会宣教 師の活躍を 軸に学ぶ  

本時  第７ 章 第２節  

新し い文化との 出会い  

・ 新しい 知識が 東アジア （日本） にも たらした知  

的影 響について 学ぶ。  

事後  なし  ワー クシート返 却 

 

３． 指導計画  

（１ ）指導計画  

単 元『詳細世 界史 改訂 版 』（山川 出版社 2 0 1 3 年）第 ７章 第２ 節 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２ ）本時の目 標 

① 仏教的な三 国世界観に 基づいた世 界観を理解 する 。【知 識・理解】  

② 明・清の時 代における 西欧文化の 紹介事例に ついて把握 する 。【知 識・理解】  

③ 三国世界観 に基づいた 日本の世界 理解に、欧 州の情報が 追加された 事を読み取 る。  

【資料活用 の技能】  

④ 新しい世界 観の浸透は 江戸時代を 通じて徐  々になされた ことに気が つく 。【思 考・判断】  

（３ ）本時の授 業案  
 

過程  時間  ○学 習活動 ●学習内容  □指 導上の留意 点 ■評価 の観点  

導入  ５ 分 ○ 1 6  世紀～ 1 7  世紀初頭の日本と中  

国の 関係につい て確認する  

●日明貿易が行われていたが、担い 

手の大内氏が滅亡して途絶し、以 

降は 後期倭寇が 活動してい た。  

○本 時の取り組 みを確認す る 

●明 ・清文化の 復習／日本 との関係  

□中国史と日本の関係を作るため  

に 、日明 貿易～ 後期倭寇 、日本 の 

南蛮貿易の始まりなど、 1 7   世紀 

初頭 の時代背景 を明らかに する。  

□宣教師による欧米文化の紹介 へ 

の布 石になるの で 、スペイ ン・ポ 

ル トガルの アジア地 域進出や 宣 

教師 の来訪に触 れる。  

展開  

① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

５分  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1 0 分 

○明から清にかけて、宣教師がヨー  

ロッパの知識や技術を積極的に紹 

介し たことを確 認する。  

●交易関係を通して、日本にも同じ 

ような文化が伝わったのではない 

かと 推測できる 。 
 
 
 
 
 
 
 
 

○西洋文化と接する以前の日本は、 

世界をどのように把握していたの  

□既 習事項の確 認 

マテオ＝リッチの「坤輿 万国 全 

図 」→新大陸ま で書き入れ た世界 

図 / ブーヴェの「 皇輿全覧図 」→ 

中国 の実測図に 言及 し「 坤輿万国 

全図 」は中国に とっても新 たな世 

界像 だったこと を伝える。  

■ 明・清の時代 における西 欧文化の 

紹介 事例につい て把握する 。 

＜ 知＞  

□「萬 国掌菓之 図 」はイン ド 、中国 、 

日本 から成るこ とを伝え 、地図上  



  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 0 分 

かを 考える。  

●インドと中国と日本が世界（＝三 

国） だと思って いた。  

○仏教的な世界観とはどのようなも 

のか 確認する。  

●仏教的な世界とは、須弥山が中心 

に立つ巨大な円盤の上に、方形の 

山と海に囲まれたもの。海に浮か 

ぶ東西南北の４つの大陸のうち、 

南側に人の住む大陸（南瞻部洲） 

があ る。  

○「 南瞻部洲萬 国掌菓之図 」を読む 。 

・ 中央には何 が描かれて いるか。  

・ 全体として どのような 姿か。  

・日本はどこ に描かれて いるのか 。 

・日本の対極（西）に何が描かれ 

てい るか。  

● 中 央に無 熱 悩池と ４ 本の川 があ 

る。  

円形（うちわ型）の大陸と海、日 

本は 東の端にあ る。  

三国以外の地域の取り込み：欧州 

は西 の端に描か れた。  

で確 認させる。  
 
 
 
 

□難 解になるの で、概略に 留める。 

プ リント配布 （概要別紙 ） 

■仏教的な三国世界観に基づい た 

世界 観を理解す る。＜知＞  
 
 
 
 
 
 
 
 

□４ 人 × 1 0 班 、班 毎に地 図配 布（ グ ルー 

プ作業）  

②の学習事項を地図上で再確認 

させ る。  

□これは新たな情報と仏教的な 三 

国 世界の調 和の維持 を目指し た 

配慮 であること に触れる。  

■三国世界観に基づいた日本の 世 

界理 解に 、欧州 の情報が追 加され 

た事 を読み取る 。＜技＞  

まとめ 1 0 分 ○江 戸時代の世 界認識を確 認する。  

●①奈良時代から続く、仏教系の世 

界観 が根底にあ る。  

② 日本に も 西洋の 文 化が紹 介さ 

れ、 影響を及ぼ していた。  

③ 江戸中期 の「萬国掌菓 之図 」は 、 

①と②の整合性を図る試みであっ 

た。  

④江戸時代には性質が異なる２つ 

の地 図が共存し ていた。  

□ワークシートに記入を促した後  

で、 本時の作業 の確認する 。 

江 戸時代まで は 、仏教的 知識によ 

っ て裏付け された地 図が描か れ 

てい たことを確 認し 、２つ の地図 

を比 較しながら 、本時の目 標③に 

つい ての気づき を促す。  

本 時の目標④ の後半 、江戸時代を 

通 して仏教 系世界図 が西洋的 な 

世 界図に置 換された ことにつ い 

ては 、まとめと して伝える 。 

■新しい世界観の浸透は江戸時 代 

を 通じて徐 々になさ れたこと に 

気づ く。＜思＞  



  
 

４． 実践の概要  

（１ ）実践日： 2 0 1 4 年１月 1 6 日 高等学校第 １学年 男子 4 0 名 

（２ ）実践の概 要 

非 来館型。高 等学校第１ 学年必修世 界史 B （４ 単位）の授 業のうち、 １時間を利 用し 

た。 指導計画上 は、第２節 明・清の文 化（２時間 扱い）のう ちの１時間 を使った実 践で 

あっ たが、冬休 みと諸行事 の関係で、 事前学習と の時間が空 いてしまっ た。教室内 に４ 

人の 班を 1 0 班作り 、各班に A2 大の 地図を配布 し、授業を 開始した 。板書事項は 最低限 

にと どめ、作業 の結果は補 足説明を含 むワークシ ートに記入 した。読み 解きをする には 

地図 が少し小さ かったが、 生徒は興味 を持って観 察していた 。 
 
 
５． 成果と課題  

（１ ）読図の構 成 

実 践前には 、地 図（非連 続型テキス ト ）の読解 について 、以下のよう な予測を立 てた。  

第一 段階  

日本、天 竺、中国 の位置関 係から、 当 

時の世界認識を言葉に置き換える段階 で 

ある。この段階では、以下のような発 問 

が有効であると思われた 。「 地図 の中央に 

は何 が描かれて いるか 」「地 図全体とし てど 

のよ うな姿か 」「 地図上で日 本はどこに 描か 

れて いるのか 」「日本の対 極（ 西 ）に何が 描 

かれ ているか」 などである 。地図の東 西の  

記述 について注 目すると、 この図の特 徴が 

読み 取れる。た だし、地図 の中央には 仏教 

的な 世界観に基 づいた様  々な仕掛けが なさ  

 
同図拡大 （ 西側）  

エウロパ 、 インケレ ス 、イタリ ヤ の文字  

れて いるので、 そちらに注 目すること も促した。 中央に池（ 無熱悩池） と４本の川 。 

円形 （うちわ型 ）の大陸と 海と無数の 島があり、 日本は東の 端にある。 西の端には カ 

タカ ナの島があ る。などに 気がつくの ではないか と思われた 。 

第二 段階  

地図上の様々な情報を読み取り、情報の関係性に気がつく段階である。以下の 

ような発問が有効であると思われた 。「 地図上 で発見 した情報の うち 、似通 った情 報 

を探 しなさい 。」「『異域 』とみ なされ る情報を探 しなさい 。分布 や描か れ方の特徴 を見 

つけ なさい 」。その結果 、「異域」は 、日本から 遠いところ に描かれて いること、 日本 

の近海 にも （海の 上に ）描か れて いるこ と、 ヨー ロッパ等 の新しい 情報が追 加され 

ているものの、基本的には天竺図の形を踏襲していること等に気がつくのではな 

いかと思われた（実践時には「異域」についての言及は避けた ）。 



  
 

第三 段階  

地図 に描かれた 情報に更に 外の情報を 加えて、そ の地図の情 報以上のこ とを読み解 

こう とする段階 である。外 の情報は、 生徒自身が 考えても良 いが、比較 的得やすい 類 

似の 情報として 、授業内で 「坤輿万国 全図」を示 しておいた 。蘭学的な 世界像と、 仏 

教的 な世界像が 交錯し 、置換さ れてゆくことに気がつくのではないかと考えた 。こ 

の気づきを促す発問としては 、「 地図の東 西に注目し 、 二つの地 図の地理的 な共通点 

を探 そう 。」「何 故、三国世 界に描かれ なかった世 界が挿入さ れたのか考 えよう 。」「江 

戸時 代には世界 をどのよう に捉えてい たのか 、考えよう 」とい う段階的な 問を考えが 、 

作業 の繁雑さを 配慮し、実 践時には自 由記述とい う形で感想 を求めた。  

（２ ）成果  

ワークシートには、30 人が自由記述の感想を書いたので、それを前述の３つの読解段階に分類し 

た。第一段階に相当すると考えられる感想は 10 人、第二段階 14 人、第三段階は 6 人であった。ここ 

では、第三段階の生徒の感想文を、彼らが地図以外のどのような情報を用いてこの地図を読み、そこ 

からどのような結論を出したのか、分析した。その結果、作者の宗教的価値観などの内面に注目した 

場合、授業内での既習事項を振り返った場合に分けることが出来た。また、「萬国掌菓之図」に対す 

る読解を深める方向性と、この作業を通して他の知識について、理解を深めようとする方向が生まれ 

たことがわかった。 

感想 文とその分 析 

Ａ ：新 しい文化 が流入して 古い文化が 否定されが ちだが、 新し い文化と 古い文化の 良い所 

を残 して古い文 化がすたれ るのをさけ た。  

→ 地図が描 かれた精 神的背景 をの形成 には宗教 的価値観 が大きな 影響を与 えている と 考 

えて いる。  

Ｂ ： 細かく荒々しく描いているが読み取りにくいと思う。富士 

山が大きく描かれているので、その頃から何かしらの良い評価 

がされているとみえる。 

→富 士山に注目 し、その描 写の特殊性 に気がつい た。そ 

れを 「良い評価 」と表現す ることで、 地図を描く 側の 

価値 観（内面的 要素）が反 映されてい るという事 に気  

がつ いている。  

Ｃ： 広い範囲の 地名や地形 などの詳細 がわかるほ どの情 

報網 が既にあっ たことが分 かった。う ずまきが何 か疑 

問に 思った。  

同図 拡大（東側 ） 

富士 山と「富士 」の文字  

→地 図上にユー ラシア大陸 東西の地名 が掲載され ていること に気がつい て、それを 情報網 

が構 築されてい たのだと類 推すること ができた。  

Ｄ： 交易ネット ワークが狭 かったため 、描かれて いない国も ある。  

→地 図の情報が 少ないこと について、 既習事項を 利用してそ の理由を探 ろうとして いる。 

本時 の導入が冊 封体制の確 認であり、 冊封体制は 東アジア・ 東南アジア 域内の中継 貿易 

に繋 がることが 既習だった ことからの 結論だと考 える。  



  
 

Ｅ： 当時の測量 技術が割と 高かったこ と。東洋の 文明は西洋 に遅れをと っていたこ と。  

→想定と 実 際が違う 時 に、その 合 理的な理 由 を探そう と している 。 測量技術 に ついては 、 

「皇 輿全覧図 」 が実測図で あったこと からの類推 ではないか と思われる 。 地図の描かれ方 

を参考にした文明の東西比較の部分は、他の情報を使うことで、新たな考察をしている。 

Ｆ： 昔からあっ た地図と今 の地図がま ざり面白い 形になって いる。その せいでヨー ロッパ 

やア フリカが小 さくなって しまってい る。  

→昔 の地図＝仏 教系世界図 、今の地図 ＝西洋系世 界図と理解 し、地図情 報の新旧交 代に触 

れて いる。欧州 の描かれ方 に注目する ことで描写 の違いを明 らかにし、 仏教系世界 図の 

特性 を読み解こ うとしてい た。  

（３ ）課題  

本実 践は地図の 読解力を高 めることを 目指し、具 体的には生 徒の読解力 が、第二ま た 

は第 三段階に到 達すること を目指した 。対象生徒  4 0 名のう ち 、第三段 階に到達し たのは  

６名 （ 1 5 ％ ）、第二段階は 1 4 名（ 3 5 ％）であっ た。第三段 階まで進ん でいた生徒 の割合 

は予 想以上であ ったが、一 方で感想記 入まで到達 できない生 徒が  1 0 名（ 2 5 ％）い た。  

今回 の実践のよ うに、資料 や実物をじ っくり観察 し、そのも のが内包す る文字では な 

い情 報を読み解 く力（非連 続型テキス ト・リテラ シー）は、 繰り返され る実践の中 で育 

成さ れる。授業 と連動した 実践例を蓄 積し、生徒 の読解力を 深めていき たい。  
 
 
６． わたしの考 える歴博活 用法  

歴 博は、その 展示の性質 から、日本 史や中学校 （歴史分野 ）での活用 例が多い。 館蔵資 

料を 世界史教育 にも活用で きないかと 考えた実践 が今回の提 案である。 多少発展的 内容に 

なる が、資料読 解が求めら れている以 上は、歴博 の資料は授 業で利用価 値のあるも のだと 

考え る。  

実践 では仏教的 世界観の説 明を行って から読図に 入ったが、 事前の情報 付与は純粋 な意 

味で の読解の深 化の力をつ けることに はならない 。そこで、 読解の深化 を図ること を第一 

に、 授業案を再 考した。  
 
 
過程  時間  ○学 習活動 ●学習内容  □指 導上の留意 点 ■評価 の観点  

導入  ５分  ○本 時の取り組 みを確認す る。  

●明 ・清文化の 復習／日本 との関係  

○明から清にかけて、宣教師がヨー 

ロッパの知識や技術を積極的に紹 

介し たことを確 認する。  
 
 

●交易関係を通して、日本にも同じ 

ような文化が伝わったのではない 

かと 推測できる 。 

□マテオ＝リッチの「坤輿万国全図」を 

資料集で確認し、中国にとっても新た 

な世界像だったことを伝える。 

■ 明・清の時代 における西 欧文化の 

紹介 事例につい て把握する 。 

＜知 ＞ 

□西 欧文化は日 本にも伝わ ったが、 

日本 にも独自の 地図があり 、本時 

はそ れを読むこ とを確認す る。  



  
 

 

展開  

① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

1 5 分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 0 分 

○「 南瞻部洲萬 国掌菓之図 」の読図  

○描 かれている ことを言葉 にする。  

○山、池、海、島々など、描かれて 

いる要素の類似点を探し、グルー 

プ化 する。  

●グループ化により、どのような情 

報が描かれているのかがわかる。 

全体として何を伝えようとした地 

図な のか、考え る。  

○西洋文化と接する以前の日本の世 

界観 について考 える。  

●インドと中国と日本が世界（＝三 

国） だと思って いたことを 知る。  

○仏 教的な世界 観を確認す る。  

●仏教的な世界とは、須弥山が中心 

に立つ巨大な円盤の上に、方形の 

山と海に囲まれたもの。海に浮か 

ぶ東西南北の４つの大陸のうち、 

南側に人の住む大陸（南瞻部洲） 

があ る。  

●三国以外の地域の取り込み：欧州 

は西 の端に描か れた。  

●この地図には伝統的な世界と新し 

い知 識が共存し ている。  

□班 毎に地図配 布（グルー プ作業）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□「萬 国掌菓之 図 」はイン ド 、中国 、 

日本 から成るこ とを伝え 、地図上 

で確 認させる。  
 
 

□難 解になるの で、概略に 留める。  

■仏教的な三国世界観に基づい た 

世界 観を理解す る。＜知＞  
 
 
 
 
 
 
 
 

■三国世界観に基づいた日本の 世 

界理 解に 、欧州 の情報が追 加され 

た事 を読み取る 。＜技＞  

まとめ 1 0 分 ○江 戸時代の世 界認識を確 認する。  

●①奈良時代から続く、仏教系の世 

界観 が根底にあ る。  

② 日本に も 西洋の 文 化が紹介 さ 

れ、 影響を及ぼ していた。  

③江 戸初期 の「 萬国掌菓之 図 」は、  

①と②の整 合性を図る 試みであ 

った 。 

④江戸時代には性質が異なる２つ 

の地 図が共存し ていた。  

□２ つの地図を 比較しなが ら 、本時  

の 目標③に ついての 気づきを 促 

す 。本時 の目標 ④の後半 、江戸 時 

代 を通して 仏教系世 界図が西 洋 

的 な世界図 に置換さ れたこと に 

つい ては、まと めとして伝 える。  

■新しい世界観の浸透は江戸時 代 

を 通じて徐 々になさ れたこと に 

気が つく。＜思 ＞ 



  
 

７． 書誌情報  

● w e b 上のデー タは、博物 館の資料を 教室に持ち 込むには有 益である。  

１） 高精細画像  

・南 瞻部洲萬国 掌菓之図（ 九州大学デ ジタルアー カイブ）  
 

http://record. muse um.kyushu- u. ac.jp/nansen/nansen-top  
・坤 輿万国全図 （東北大学 附属図書館 狩野文庫 画像データ ベース）  

 

http: //dbr.librar y.tohok u.ac .jp/infolib /use r _ c o ntents/kano/ ezu/ kon/ k o n. html  
２） 歴博画像デ ータベース （ http: //ww w.r ekihak u.ac .j p / gallery/ db_detail.htm l ） 

南 贍部洲萬国 掌菓之図 H 1 1 0 - 2 - 9 2 

萬国 掌菓之図 H - 1 1 0 - 2 - 3 0 
 
 

●南 贍部洲萬国 掌菓之図や 地図史に関 する研究は 以下を参考 にした。 

青山 宏夫 「近 世日本の世 界図」 『 歴博』 1 1 6 

佐  々木閑  『仏 教は宇宙を どう見たか （ DOJIN 選書 ）』 科 学同人 2 0 1 3 年 

定方 晟 『須弥 山と極楽』 講談社現 代新書（ 3 3 0 ） 1 9 7 3 年 

三好 忠義 『図 説世界古地 図コレクシ ョン』 河 出書房新社 1 9 9 9 年 

室賀 信夫／海野 隆一 「日 本に行われ た仏教系世 界図につい て」  

地 理学史研究 会 『地理 学史研究Ⅰ 』 臨川書 店 1 9 5 8 年 

室賀 信夫／海野 隆一  「江 戸時代後期 における仏 教系世界図 」 

地 理学史研究 会 『地理 学史研究Ⅱ 』 柳原書 店 1 9 6 2 年 
 
 

●今 回取り扱う ことができ なかった異 域について は以下の資 料を参考に した。 

青山 宏夫 「古 地図に描か れた想像世 界」 平川 南編 『環 境の日本史 １』  

吉 川弘文館 2 0 1 2 年 

青山 宏夫 「メ タモルフォ ーゼの列島 史」 『総 研大ジャー ナル』 2 0 0 1 年 

青山 宏夫 「海 のなかの川 を越えて」 『歴博』 1 0 2 

青山 宏夫 「流 宣日本図の 地理情報」 『歴博』 1 3 4 
 
 

●授 業で使った 教科書／副 教材  

山川 出版 『詳 説世界史 改訂版』  

とう ほう 『世 界史のミュ ージアム』  
 
 
註１ ：写真やイ ラストなど 描かれたモ ノに隠され ている情報 を読み取っ て表現する 参加型 

の学 習手法。国 際理解教育 分野では特 に実践事例 を重ねてい る。  

http://record.museum.kyushu-u.ac.jp/nansen/nansen-top
http://dbr.library.tohoku.ac.jp/infolib/user_contents/kano/ezu/kon/kon.html
http://www.rekihaku.ac.jp/gallery/db_detail.html%EF%BC%89

